
明
治
一
―
―
十
年
八
月

制

服

改

正

こ
の
件
に
つ
い
て
は
年
報
そ
の
他
学
校
当
局
作
成
文
書
中
に
記
載
が
な
い

が
、

大
村
西
崖
主
宰
の
『
美
術
評
論
』
第
一
号
（
三
十
年
十
一
月
）
に
次
の
よ
う

に
記
さ
れ
て
い
る
。

〔
動
〕

0
東
京
美
術
学
校
に
て
は
、
制
服
の
常
時
に
不
便
な
る
を
以
て
、
着
用
を
属

行
し
難
き
が
為
に
、
そ
を
た
ゞ
證
服
と
な
し
、
こ
の
ご
ろ
別
に
一
種
の
略
章

を
制
し
て
、
常
に
は
こ
れ
を
職
員
及
生
徒
に
着
け
し
む
と
い
ふ
。
そ
の
形
は

と
こ
ろ
人
＼
蛹
結
び
に
し
た
る
紐
に
て
、
昔
の
冠
に
付
け
た
る
日
陰
の
か
つ

ら
よ
り
案
出
し
た
る
も
の
な
る
よ
し
。
職
員
の
は
紫
に
て
二
條
、
生
徒
の
は

青
に
て
一
條
。
右
の
肩
よ
り
前
後
に
垂
れ
て
、
下
端
は
こ
れ
を
結
び
若
く
は

こ
れ
を
帯
に
挿
む
。

西
洋
画
科
設
置
以
後
、
校
内
の
空
気
は
従
来
の
制
服
、
制
帽
と
そ
ぐ
わ
な
い

も
の
と
な
っ
た
た
め
に
、
こ
の
よ
う
な
改
正
措
置
が
と
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
。
そ
の
後
、
岡
倉
校
長
の
辞
職
を
待
っ

て
い
た
か
の
よ
う
に
、
三

十
一
年
七
月
十
五
日
に
は
制
服
、
制
帽
の
全
面
的
改
正
が
行
わ
れ
る
。

③
 

日
本
絵
画
協
会
第
二
回
、
第
三
回
共
進
会

明
治
三
十
年
三
月
十
五
日
か
ら
翌
月
三
十
日
ま
で
上
野
公
園
竹
の
台
の
旧
博

覧
会
第
五
号
館
で
日
本
絵
画
協
会
第
二
回
共
進
会
が
開
催
さ
れ
た
。
既
述
(
3
3
6

頁
）
の
よ
う
に
、
今
回
は
日
本
画
革
新
派
の
み
の
出
品
と
な
り
、

同
会
の
本
来

の
趣
旨
が
明
確
に
示
さ
れ
た
展
覧
会
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
四
月
六
日
に
褒
賞

授
与
式
が
行
わ
れ
、
下
村
観
山
「
光
明
皇
后
」
（
銀
牌
第

一
席）
、
菱
田
春
草
「
拍

華
微
笑
」
（
同
第
二
席）
、
竹
内
棲
鳳
「
廃
園
春
色
」
（
同
第
一
―
―
席
）
が
高
位
入
賞

し
、
西
郷
孤
月
「
四
季
花
鳥
」
の
う
ち
「
春
」、

横
山
大
観
「
無
我
」
、
本
多
天

城
「
蘇
武
」
、
寺
崎
広
業
「
昭
君
怨
」
、

川
合
玉
堂
「
孟
母
断
機
」
、
山
田
敬
中

「
美
音
」
、
尾
形
月
耕
「
武
将
詠
花
」
、
小
堀
靭
音
「
武
士
」、

今
尾
景
年
「
猫
」
、

野
村
文
挙
「
嵐
山
風
雨
」
が
銅
牌
を
授
与
さ
れ
た
。

次
い
で
同
年
十
月
二
十
五
日
よ
り
十
二
月
七
日
ま
で
同
所
で
第
三
回
共
進
会

が
開
催
さ
れ
、
十
一
月
二
十
六
日
に
褒
賞
授
与
式
が
行
わ
れ
て
、
下
村
観
山

「
嗣
信
最
期
」
（
特
別
銀
牌
）
、

小
堀
鞘
音
「
常
世
」
（
銀
牌
）
、

寺
崎
広
業
「
菊
」

（
同
）
が
高
位
入
賞
し
、
川
合
玉
堂
「
家
鴨
」
、
山
田
敬
中
「
平
和
」
、
大
出
東
皐

「
菊
花
争
雀
」
、
本
多
天
城
「
羅
浮
」
、
竹
内
棲
鳳
「
枯
野
」、

横
山
大
観
「
聴
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法」
、
菱
田
春
草
「
水
鏡
」、

西
郷
孤
月
「
春
暖
」
、
小
林
呉
嬌
「
秋
震
」
、
小
坂

象
堂
「
小
春
」、

尾
形
月
耕
「
菅
公
詠
詩
」
、
村
田
丹
陵
「
師
長
弾
琵
琶
」
、
島
田

墨
仙
「
致
城
帰
途
」
、
近
藤
中
軒
「
美
人
」
が
銅
牌
を
受
賞
。
森
川

曽
文
「
売

薪
読
書
」
、
大
森
敬
堂
「
妙
音
」、

梶
田
半
古
「
阿
古
詠
詩
」
、
野
村
文
挙
「
籠

城
峠
の
富
士
」
、
山
元
春
挙
「
空
山
染
月
」
、
結
城
素
明
「
春
晨

・
秋
夕
」、

岡

田
秋
嶺
「
写
景
四
図
」
、
溝
口
宗
文
「
文
苑
双
雛
」
、
福
井
江
亭

「霜
の
朝
」
そ

の
他
一
五

0
余
名
が
褒
状
を
授
与
さ
れ
た
。

彫
刻
教
育
改
革
運
動
お
よ
び
青
年
彫
塑
会
結
成

草
創
期
の
彫
刻
科
で
は
伝
統
色
の
濃
い
木
彫
中
心
主
義
の
教
育
が
行
わ
れ
た

が
、
明
治
二
十
年
代
も
終
り
に
近
づ
く
に
つ
れ
て
西
欧
的
な
考
え
方
と
技
法
を

導
入
し
て
教
育
を
改
革
し
よ
う
と
い
う
動
き
が
活
発
に
な
っ
て
来
る
。
そ
こ
で

中
心
的
役
割
を
果
た
し
た
の
は
大
村
西
崖
と
白
井
雨
山
で
あ
る
。
彼
ら
は
と
も

に
彫
刻
科
第
一
回
卒
業
生
で
、

一
時
地
方
へ
赴
任
し
た
後
母
校
へ
呼
び
戻
さ

れ
、
彫
刻
科
の
指
濁
に
あ
た
る
傍
ら
、
相
提
携
し
て
教
育
改
革
を
推
し
進
め
よ

う
と
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
主
義
主
張
の
淵
源
は
森
鵡
外
に
あ
っ
た
。

森
闊
外
は
後
述
の
ご
と
く
岡
倉
校
長
に
依
頼
さ
れ
て
明
治
二
十
四
年
か
ら
同

二
十
八
年
ま
で
「
美
術
解
剖
」
授
業
を
、
同
二
十
九
年
か
ら
同
一
―
―
十
二
年
ま
で

「
美
学
及
び
美
術
史
」
授
業
を
担
当
し
た
が
、
そ
の
間
言
論
界
に
お
い
て
西
欧

美
学
思
想
、
な
か
ん
ず
く
ハ
ル
ト
マ
ソ
美
学
の
紹
介
に
努
め
、
明
治
美
術
会
寄

り
の
立
場
を
表
明
し
て
い
た
の
で
、
本
校
教
官
の
中
で
は
極
め
て
特
異
な
位
置

に
あ
っ
た
と
言
え
る
。
西
崖
と
雨
山
は
鵡
外
の
「
美
術
解
剖
」
嘱
託
教
師
時

代
の
教
え
子
で
あ
る
が
、
特
に
西
崖
は
在
学
中
か
ら
千
染
山
房
を
訪
れ
て
鵡
外

の
審
美
論
を
聴
き
、
強
い
影
孵
を
受
け
、
彫
刻
理
論
の
確
立
を
志
す
に
至
っ

⑤
 

繭
外
は
彫
刻
に
つ
い

て
は
本
校
彫
刻
科
の
方
針
と
真
向
か
ら
対
立
す
る
見
解

を
示
し
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
「
興
某
等
論
型
品
書
」
「
告
彫
造
家
檄
」
（
明

治
二
十
七
年
二
月
刊

『柵
草
紙
』）
に
よ
く
現
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
二
篇
は
明
治
天

皇
御
大
婚
二
十
五
年
御
祝
典
に
際
し
て
陸
軍
将
校
ら
三
千
五
百
余
名
が
記
念
品

を
献
納
す
る
こ
と
に
な
り
、
軍
医
学
校
長
で
あ
る
鵡
外
が
意
見
を
求
め
ら
れ
て

執
筆
し
た
も
の
で
、
前
者
は
西
欧
彫
刻
制
作
法
の
概
要
説
明
で
あ
り
、
後
者
は

西
欧
の
「
コ
ソ
ク
ー
ル
」
に
倣
っ
た
作
品
募
集
規
定
を
内
容
と
し
て
い
る
。
そ

う

ま

し
ま

て

み

こ

と

の
後
、
可
美
真
手
命
像
献
上
と
決
ま
り
、
鵡
外
の
指
示
ど
お
り
に
募
集
が
行
わ

れ
、
閾
外
お
よ
び
黒
田
清
輝
、
松
岡
寿
、
久
米
桂
一
郎
、
長
沼
守
敬
、
辰
野
金

吾
、
片
山
東
熊
が
帝
査
に
あ
た
り
、
工
部
美
術
学
校
出
身
の
彫
刻
家
佐
野
昭
の

作
品
が
当
選
し
、
浜
離
宮
内
苑
に
銅
像
が
建
立
さ
れ
る
が
、
鴎
外
の
意
見
と
い

い
、
企
画
の
進
め
方
と
い
い
、
洋
風
美
術
家
陣
営
す
な
わ
ち
明
治
美
術
会
路
線

の
も
の
で
あ
っ
た
。
な
お
、
注
目
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
右
の
二
篇
が
本
校

校
友
会
機
関
誌
『
錦
巷
雑
綴
』
創
刊
号
（
明
治
二
十
七
年
四
月
）
に
転
載
さ
れ
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
本
校
の
内
部
に
も
彫
刻
革
新
を
求
め
る
動
き
が
生

じ
て
い
た
こ
と
の
証
し
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
こ
の
二
十
七
年
に
は
岡
倉
校

長
も
「
美
術
教
育
施
設
二
付
意
見
」
に
お
い
て
西
洋
画
科
と
と
も
に
西
洋
彫
刻

科
も
開
設
す
る
計
画
案
を
公
表
し
て
い
る
。
し
か
し
、
西
洋
画
科
の
よ
う
に
則

刻
西
洋
彫
刻
科
を
開
設
す
る
意
志
は
無
か
っ
た
よ
う
で
、
そ
の
在
任
中
に
は
遂

「美
術
解
剖
」
、
「数

学」
、
「
幾
何
学
」
、
「
彫
刻
」
等
の
授
業
を
担
当
し
た
。
明
治
二
十
七
年
三
月
に

大
村
西
崖
は
卒
業
後
京
都
市
美
術
学
校
教
諭
と
な
り
、

に
開
設
は
実
現
し
て
い
な
い
。

こ。f
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